











The Change of Orthography of Japanese Native Words in 
Modern Japanese: 








 1.1 研究の背景 
 1.2 研究の目的 
 1.3 調査方法 
2. 近代における和語の表記の変遷 
 2.1 調査方法 
 2.2 調査結果 
 2.3 まとめ 
3. 複数の漢字表記の併用 
 3.1 調査の概要 
 3.2 調査結果 
 3.3 まとめ 
4. 漢字表記の単一化 
 4.1 調査の概要 
 4.2 調査結果 
 4.3 まとめ 
5. 漢字表記の複数化 
 5.1 調査の概要 
 5.2 調査結果 
 5.3 まとめ 
6. 漢字表記の交代 
 6.1 調査の概要 
 6.2 調査結果 
 6.3 まとめ 
7. 語の意味変化によらない表記の変化 
 7.1 調査の概要 
 7.2 調査結果 
 7.3 まとめ 
8. 終章 
 8.1 近代の和語における漢字表記とは 
 8.2 結論 






































































































































































































































































 今後の課題には，次の 5点を挙げた。 
①調査範囲の拡張（時代の拡張・年毎のデータ量の斉一化・ジャンルの拡張） 
②社会的背景との関係の分析（国語政策や国語教育との関係の分析） 
③近代語の表記の歴史的位置づけの研究(近世や現代との表記の連続性) 
④個人の表記の研究（表記の変化が世代交代によるものか個人の表記法の変化によるもの
かの解明） 
⑤表記の変化の要因となった意味の変化の要因の研究 
 
資料編 
 本論文で扱った 610語の語彙的なデータ（各語の頻度やコーパスにおける検索条件）と
表記のデータ（各語の主要表記，少数表記，表記別・年別の出現記事率）を付表として掲
載する。 
